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Hydrological and mechanical properties of hemipelagic and turbidite muds from the shal-
low Nankai accretionary prism
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IODP Exp. 315において南海トラフ付加体浅部（海底下約 1000 m）から採取された泥質堆積物 2試料の起源が、それ
ぞれ半遠洋性およびタービダイト起源と判明した。半遠洋性泥試料は石英や長石などの砕屑粒子に乏しく（36-37 wt%）、
スメクタイトなどの粘土鉱物粒子に富み（36-42 wt%）、細粒均質（1.40± 1.25μm）で孔隙が少ない（約 11％）。一方、
タービダイト起源泥試料は石英や長石などの砕屑粒子に富み（52-58 wt%）、粘土鉱物粒子が比較的少なく（29-34 wt%）、
比較的粗粒で淘汰が悪く（2.27± 3.59μm）孔隙も多い（約 38％）。
室温、封圧 36-38 MPa、間隙水圧 28-29 MPaの条件で透水実験を行った結果、半遠洋性泥試料は浸透率が小さく（2.9

× 10−19 m2）透水性が悪く、一方タービダイト起源泥試料は浸透率が大きく（2.3× 10−18 m2）透水性が良いことが明
らかとなった。上記の温度・封圧・間隙水圧条件、および変位速度 10μm/sで三軸圧縮実験を行った結果、半遠洋性泥試
料は破壊強度が約 14 MPaと小さく、1分ほどかけてゆっくりと破壊したのに対し、タービダイト起源泥試料は破壊強度
が約 20 MPaと大きく、数秒間で急激に破壊した。上記の温度・封圧・間隙水圧条件、および軸方向の変位速度を 0.1, 1,
10μm/sでステップ状に変化させて三軸摩擦実験を行った結果、半遠洋性泥試料は摩擦強度が小さく（摩擦係数約 0.25）
すべり軟化の挙動を示し、一方タービダイト起源泥試料は摩擦強度が大きく（摩擦係数約 0.56）、摩擦強度がほぼ一定の
定常すべりの挙動を示した。両試料ともに変位速度の増加に伴い摩擦強度が増加する速度強化の挙動を示したが、半遠
洋性泥試料の方がより顕著な速度強化の挙動を示した。一方、タービダイト起源泥試料は短期的には速度強化の挙動を
示すが、長期的には速度弱化の挙動を示す可能性が示唆された。
このような半遠洋性とタービダイト起源の泥質堆積物の力学・水理学的特性の相違は、付加体浅部におけるこれらを

母岩とする断層運動にも大きな相違をもたらすと考えられ、それについても議論する。

キーワード:南海トラフ付加体,泥質堆積物,水理特性,破壊特性,摩擦特性
Keywords: Nankai Trough accretionary prism, mud sediments, hydrological properties, failure properties, frictional properties

1/1


